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第 15 回 オリーブ千葉世話人会

 
      2015 年 10 月 25 日(日)14 時～17 時 

於 京成臼井駅南口 イオン 3 階会議室 

        議事録 

A) オリーブ千葉の活動報告： 

A-1) 第 77 回小沢一郎政経フォーラム （9 月 29 日（火）11 時～13 時、於 ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ） 

（講演）白井聡先生 「永続敗戦レジームの断末魔としての安倍政権」 

白井聡先生が 1 時間 15 分の講演。 丸山真男を引いた体系的なお話。 311 と 815 の類似性。 

無責任体制デジャブ。 実は自分も反対だったと責任回避。 孤独な政治家の闘いが、ようやく共に

闘う国民の存在を見つけたと、いうのが締めくくりの言。 フォーラムの出席者は 250 人くらいか。  

A-2) オールジャパン：平和と共生主催 集会 （10 月 8 日（木）18 時～20 時：於 憲政記念館） 

オールジャパンの集会に約 800 名参加。 共産党関係者が多い印象。 伊藤弁護士の事務局主

導で運営された。 古賀茂明のフォーラム 4 が、植草さんのオールジャパンに対し、レジメの内容が

ぱくりだとの攻撃を仕掛けている。  

A-3) 第 9 回オリーブ千葉読書会： J・W・ダワー＆G・マコーマック著 『転換期の日本へ』（NHK 出版新書）  

（10 月 18 日（日）14 時～17 時、於 船橋歌うんだ村） 

・孫崎本を補う本、というか孫崎本がこの本を下敷きにしているのか？  

・今起きている外交や軍事の問題を読解するための基本的な本という位置づけ。  

・米国の学者は、アメリカ公文書館の資料をもとに研究できる。 知識が具体的であり、311 以降の動

きを解きほぐす基本資料として役に立つ。  

・田中角栄の戦時体験や中国観を知りたい。  

A-4) 会計報告 

オリーブ千葉としての独自の収入を増やす方法を考える必要がある。 会員の増加や独自の事業

収入の道を開拓する必要がある。 たとえば、産直野菜の販売あっせんなどはいかがか？  

A-5) ホームページの充実 （平均訪問者数：21 人／日） 

ホ＾ムページへの投稿増やす必要がある。 今回は二見伸明論文を掲載する。 フェイスブックの公

開を進めることにする。  

B) オリーブ千葉の今後の予定・計画： 

B-1) ・第 10 回オリーブ千葉読書会： 若杉冽著 『東京ブラックアウト』（講談社） 

（11 月 15 日（日）14 時～17 時：於 船橋歌うんだ村：会場予約済） 

・第 11 回オリーブ千葉読書会： 宇沢弘文・内橋克人著 『始まっている未来』（岩波書店） 

（12 月 13 日（日）14 時～17 時：於 船橋歌うんだ村：会場予約済） 

B-2) ボランティア活動 

・オリーブ千葉チラシ配布 （11 月 15 日（日）12 時 30 分～13 時 30 分：於 JR 船橋駅北口） 

・総がかり行動実行委員会主催 “憲法の命日” 集会 （11 月 19 日（木）18 時～20 時：於 永田町周辺） 
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・小沢一郎さんを支える会主催 集会 （12 月 4 日（金）18 時～20 時：於 池袋区民センター） 

・オリーブ千葉チラシ配布 （12 月 13 日（日）12 時 30 分～13 時 30 分：於 JR 津田沼駅南口） 

・オリーブ千葉チラシ（第 3 号）の内容について 

「対米従属仕方がない症候群」の具体的内容を提示することにしてはどうか。 国民向けに我が国

の実態を知らせるような内容を盛り込む。 自分の頭で考える材料を提供することをチラシの趣旨と

する。 チラシ（第 3 号）の内容については引き続き検討を進める。  

・オリーブ千葉会員の勧誘について 

引き続き会員の勧誘に努める。  

・「オリーブの木」の実現のために何をするか？ 

イタリアオリーブの木連合の予定表を、オリーブ千葉のホームページに載せてはどうか。  

B-3) 他団体・個人との連携 

旧幸塾との連携を深めたい。  

B-4) 世話人の増員について 

2～3 名を増員する予定である。  

B-5) 忘年会・懇親会について 

12 月 20 日日曜日に懇親会を実施する予定である。 

C） 世話人、我が人生を語る ： 第 8 回：TJ さん 

 高校時代、イタイイタイ病など公害問題に関心をもった。  大学に入るとき、環境関係の学科が見つか

らなかったので、工業化学に進んだ。 卒業後は、環境保全関係の会社に入ることができず、臨床検査の

会社に就職した。 30 歳になった時このままでいいのか、本来やりたかった環境関係の仕事をどうするか

悩んだ。 結局ボランティアとして活動することにした。 最初に、NGO 地球の友（ＦＯＥ）の日本支部で活動

を始めた。 ３０代前半になって、諫早湾の締め切り問題にショックを受け、諫早問題の東京事務所で干潟

保全活動に取り組んだ。 そのとき山下弘文氏に出会った。 その後、山下氏代表の「日本湿地ネットワー

ク」にかかわった。 コスタリカで開かれたラムサール条約会議にも出席。 「吉野川可動堰東京の会」にも

参加し、徳島での住民投票活動にも取り組んだ。 1997 年以降は有明海の漁民との交流も始まった。 

2008 年のラムサール条約会議は韓国で行われ、その時、沖縄の人たちと交流、沖縄の泡瀬干潟関係の

友人たちともかかわった。 諫早の経験から、個別に運動してもらちがあかず、やはり政治そのものを変え

ないといけないと思った。 小沢さんについてはマスコミ報道で、悪役だと思っていたが、民主党代表時代

に秘書が逮捕され、この時期に覚めた。 最初は姫井さんの応援に入った。 もともと思想信条は反権力

がベースになっている。 会社では労働組合活動もやっている。 リストラに反対して個人でも加入できる

労働組合に入った。 36 協定の組合側の代表選挙に立候補したが、442 対 391 で負けた。 会社の人事

グループが仕切っており、不正選挙の疑いがあると感じている。  

D） 第 16 回オリーブ千葉世話人会の予定： 

・11 月 29 日（日）14 時～17 時：於 イオン 3 階会議室（京成線臼井駅南口：会場予約済） 

・世話人、我が人生を語る ： 第 9 回：NS さん 

第 17 回オリーブ千葉世話人会の予定： 

・12 月 20 日（日）14 時～17 時：於 イオン 3 階会議室（京成線臼井駅南口：予定） 

・世話人、我が人生を語る ： 第 10 回：KT さん 


